
平成 28 年度

地域連携事業報告書

兵庫医療大学  地域交流プロジェクト
ポーアイ４大学による連携事業





巻頭言 「地域に生き、地域と共に学ぶ大学」 
 
 兵庫医療大学は、学則に定める四つの教育目標の一つに「優れたコミュニケーション能

力を備え、チーム医療・地域医療を担える資質の育成」を掲げています。平成 19 年の開学

以来、その目標の達成を図るべく、多彩な地域連携活動を実践することを通し、地域社会

に貢献する“地域と密着した医療総合大学”として社会的認知を受けてきました。本学の

地域連携活動は、開学以来、兵庫医療大学地域連携実践センターが中核となって担い、全

学部の教職員、学生が参画する、文字通り大学を挙げての活動として展開してきたもので

あります。 
最近になり、わが国は、「地方創生」をかかげ、地域産業の活性化、地域人口の減少の抑

制などに係る地域振興策を打ち出してきています。大学は、その地域振興の担い手として

の中核的役割を求められています。この文脈に沿い、本学は一昨年、「社学連携推進機構」

を新たに立ち上げました。本機構は、教員、学部レベルの諸活動を集約し、地域と共生す

る大学としての包括的取り組みを推進するためのものであります。これまでの地域連携実

践センターは、本機構の一部門に組み入れ、より包括的な地域連携活動を展開しています。 
本報告書は、これまで本学が実施してきた多彩な地域連携活動を取りまとめたものであ

ります。御一読いただけば、如何に多様な地域連携活動を展開しているのかということを

理解していただけると思います。 
大学の地域貢献活動についての認識は、現在、大きく変わりつつあります。 “大学から

知を発信する”のみならず、“地域社会から大学が学ぶ”という双方向のベクトルを持つも

のへと転換していくことが求められています。 
本学は、それらの視点から、社学連携推進機構の諸活動を発展させる中で、地域社会と

の双方向の教育の実践を可能にする仕組みを構築し、社会の要請に応えていきます。 
 

平成 29 年 6 月   
兵庫医療大学 学長 

馬場明道 



はじめに 

 

 人口減少と地域経済縮小という日本が直面している大きな課題に正面から向き合う

ため、2015 年度から 5ヶ年の政策目標、施策基本的方向、そして具体的施策として「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」が 2014 年 12 月に閣議決定されました。本戦略には、

①知の拠点としての地方大学強化プラン、②地元学生定着促進プラン、そして③地域人

材育成プランを推進する「地方大学等創生 5か年戦略」も盛り込まれています。 

 兵庫医療大学は、2009 年の開学以来、地域連携実践センターが主体となり、地域貢

献活動に取り組んできました。しかし、「地方大学等創生 5か年戦略」に明示されてい

るように、地方の大学に対する社会ニーズは大きく変わり、大学が取り組む地域貢献活

動にも質の転換が強く求められつつあります。この時代の流れに呼応すべく、本学は社

学連携推進機構を 2015 年 4 月に開設しました。また、昨年度、地域連携実践センター

を、同機構の下部組織「地域連携実践ステーション」へと改組することにより、社学連

携活動の全学的な枠組みを整備しました。 

 この 2 年間、社学連携推進機構は、地域社会と本学との連携を実践するプラットフォ

ームとしての機能を担いつつ、これまで取り組んできた本学独自の地域交流プロジェク

トやポーアイ四大学による連携事業だけでなく、丹波篠山地域における健康づくり支援

活動や薬草産地再生事業にも積極的に参画してきました。その結果、私立大学等改革総

合支援事業タイプ１「教育の質転換」だけでなく、タイプ２「地域発展」とタイプ３「産

業界・他大学等との連携」にも 2015 年から 2 年連続で本学は採択され、社学連携活動

に資する教育研究環境を整備することができました。それらを活用することにより、今

後、地域に根ざした医療総合大学として地域社会のニーズを踏まえつつ、より一層充実

した地域貢献に全学的に取り組む所存です。 

 本書は、2016 年度に実施した地域交流プロジェクトならびにポーアイ四大学による

連携事業として本学教職員が知恵を絞って実施した地域貢献活動の記録です。地域の皆

様、保護者・大学関係者諸氏には、ぜひ、ご一読の上、兵庫医療大学における熱い社学

連携活動の一面を感じ取っていただくとともに、2017 年度には 10 周年を迎える本学が

社学連携活動を通して本学独自の地域創生活動に取り組めるよう、ご指導、ご助言をい

ただければ幸いです。今後ともご支援の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

社学連携推進機構長 

前田初男 
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1 はじめに

2 1 月の診療 定により、「かかり

つけ薬剤師」という 度が されました。こ

の には 民医療費の増加や 薬（ み し）

の問題があります。現在、わが の 民医療費

は を えており、また、 間

もの薬が 薬になっていると されていま

す。

これまで は、後発（ジェネリック）医薬品

の 用やセルフメディケーションを 進する

ことで、医療費 を ってきました。しかし、

医療用医薬品全体に占める後発医薬品の 用

割合は 2 であり、アメリ などの

と すると、その割合は いのが現状です。

さらに、全医薬品に占める一般用医薬品の割合

は と 1 であり、セルフメディケーシ

ョンが 民全体に 分 しているとは言え

ない現状があります。

また、 に い、 患者も増加する

と えられており、2 2 にはその数

を え、 に 1 が になると さ

れています。このような状 も まえ、

は、2 2 を に、「 者の の

持と自 活の支援の 的のもとで、可能な

り住み れた地域で、自分らしい暮らしを

の 期まで けることができるよう、地域の

的な支援・サー ス 体 の する」と

いう地域 ケアシス を 進しています。

「かかりつけ薬剤師」は、薬の適切かつ安全

な 用の 進だけではなく、地域住民の健康を

全 的にサポートしていきます。

2 かかりつけ薬剤師とは？

 かかりつけ薬剤師とは、「患者が 用する医

薬品について、一 的かつ、 的な薬 理

指導を担い、医薬品、薬物治療、健康 に関す

る多 な相談に対応できる を有するとと

もに、地域に し、地域の住民から され

る薬剤師」のことで、地域住民の健康から薬物

治療まですべてをサポートしていきます。

 任の薬剤師が 2 間体 で患者さんをサ

ポートしますので、いつでもお薬や健康増進・

維持に関する相談に来ていただいて いませ

ん。

「地域住民の健康は薬剤師が守ります！」

～ かかりつけ薬剤師の使命 ～
薬学部 助教 村上 雅裕

「 の 師が り す 」

学部 　  

りつ 師の
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健康サポート薬局とは？

 かかりつけ薬剤師が常駐し、「地域住民によ

る主体的な健康の維持・増進を支援するという

役割や機能を有する薬局」を健康サポート薬局

として運営します。病気になってからの薬物治

療に対するサポートはもちろん、健康維持のた

めのサポートも「健康サポート薬局」が担って

いきます。

後発（ジェネリック）医薬品とは？

 後発医薬品とは、先発医薬品の独占的販売期

間、いわゆる特許期間が終了した後に発売され

る医薬品のことです。また、通常の後発医薬品

とは異なり、特許失効の ヶ月前から販売可能

なオーソライズドジュネリックというものが

あります。これは、有効成分だけではなく、添

加物も全く同じであるにもかかわらず、価格は

先発医薬品よりも安いのが特徴です。医療費を

少しでも減らしたい場合は、かかりつけ薬剤師

に相談をしてみてください。後発医薬品の選択

は、患者さんが自由にできますが、かかりつけ

薬剤師は、患者さんに適した後発医薬品の選択

をサポートします。

セルフメディケーションとは？

 セルフメディケーションとは、「自分自身の

健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で

手当てすること」と定義されています。現在、

ロキソニンⓇのような医療用医薬品から要指導

医薬品や一般用医薬品に転用されたいわゆる

「スイッチ 医薬品」が数多く販売されて

います。

 これまでは病院への受診が必要であった場

合でも、薬剤師の指導のもと市販薬での対応が

可能となっています。健康な状態を維持するた

めのアドバイスや軽度な不調の場合の対応な

ど、地域住民が健康に暮らすことができるよう

にかかりつけ薬剤師がサポートします。

まとめ

 薬剤師への相談は、処方せんがないとできな

いと誤解されている方がたくさんおられます。

しかし、そんなことは一切なく、いつでも相談

に来ていただいて問題ありません。 

もちろん無料で相談に乗ります。また、処方薬

だけではなく市販薬や健康食品・サプリメント

にも対応します。それから、家の中に薬があふ

れかえっており、うまく整理できない場合はす

べて薬局に持ってきてください。かかりつけ薬

剤師が整理させていただきます。さらに、医療

費の自己負担を少しでも減らしたい方は、後発

医薬品に関する相談にぜひ来てください。 

 困ったときは「かかりつけ薬剤師に相談を!」

これを合言葉としてかかりつけ薬局・薬剤師を

活用して下さい。 
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１．はじめに

ポーア 学（ 、本講座）は、地域で

生活する健康な高齢者の自 的 感である生

活 度の に対する 予防を目的に作業

である らが 発した予防的作業

プログラムである。本講座は、2 年にポーア

４ 学連携 進センターによる 学

的 学連携 援 業 ポーア 4 学連携 業地

域交流プロ ト 生 学 フ に 択され、

2 17 年 2 までの 年間に本学 に在住する

高齢者を対 に 期の講座を した。本 では、

本講座を再受講した者（ 、再受講者）に

を て、 めて本講座を受講した者（ 、新規

受講者）との間にみられた関係性の変化について

する。 

．2 つのコースと受講者の

学は 2 つのプログラムから 成されてい

る。 とつは、作業に対する動 づけに取り組み、

割と を し、作業 の 有な を

し、 合する 組みである人間作業   

（     、 ） 

１

の講 と を して、 ある作業の や

実を 援するプログラム（ 、 コース）で

ある。 してもう とつは 作業 で いる手

を教えるというアプロー を して、手の 的

な による の活性化、およ 作品を完成

する とで自 の に対する 性を再 す

るプログラム（ 、物づくりコース）である。 れ

れ独 したコースとして運営されており、コース間

の受講者の交流はなされていない。 

第 期までの受講者の 年齢は 72 1 で、

は 。受講者数は、2 （ 性 7 、

性 1 7 ）、 人数 71 であった。 のう

ち再受講者数は であり、年々増加の傾向を

している。（ 1） 

．再受講者の

再受講者を対 に再受講の動 について き

取り を実 した 、 ため未受

講のコースも受講してみたい 再受講する とで

講座 の を深めたい 交

流できる い だから の回 が られた。 

介護予防・生きがいづくりを応援する 

「ポーアイ６５歳大学について」―再受講者の動向―

リハビリテーション学部 講師 有吉 正則 

実 年 受講者 （定員 0名） 受講者 受講者の める

第１ 00 年

第２ 00 年 0 10

第３ 010年 5 1

第４ 011年 0

第５ 01 年 5 11 1

第６ 01 年 5 11 1

第７ 01 年 1

第８ 015年 1 55

第９ 01 年 0 0

「ポーアイ６５歳大学について」
介護予防・生きがいづくりを応援する

リハビリテーション学部 講師　有吉 正則

－再受講者の動向－

− 22 −



再受講者の参加傾向をみると、2 回目の受講は

未受講コースに参加し、数年の間をおき、再度受

講したいコースを選択する者が多かった。また、再

受講の際には、夫や妻、親しい知人を誘い参加す

る者が再参加者の半数を占めていた。

４．受講者間にみられた関係性の変化

第１回講座より、新規受講者に対するサポート

については、運営スタッフや学生ボランティアが対

応していたが、再受講者の占める割合が 4 割を超

えた第 7 期講座の頃より、物づくりコースにおいて

自発的に新規受講者をサポートする再受講者の

姿が見られるようになった。（写真 1）（写真 2） 

現在では、作業活動の手を休めて笑顔で新規受

講者の様子を見に行く再受講者の姿は、生きがい

づくりを応援する本講座という光景になじんだもの

となっている。単独で黙々と作業活動に取り組み

がちであった物づくり時間は、受講者間で作品完

成に至る過程を共有し、互いの作品を忌憚なく品

評しあえる交流的な時間へと変化を遂げたともい

えるであろう。 

写真 1

写真 2

５．おわりに

再受講者の多さは、本講座が提供するプログラ

ムが地域に在住する高齢者の方々に好感をもって

受け入れられた証といえるだろう。 

今後も地域に根付いた予防的健康増進プログ

ラムとして、地域で生活する高齢者の方々の生き

がいづくりと健康増進のために努力していきたいと

考えている。 

本プログラムに携わってくださった地域連携実

践センターの教職員の皆様に深謝いたします。 

● 「自己の再発見」と 「生活スタイルの改善」を
テーマに、人生の現役であり続けるための方法を
紹介します。

これまでの人生を振り返ったり、趣味などによって生活を豊かなものにすることは、介護予防
や生きがいづくりのためには、とても大切なことです。そこでリハビリテーションの専門家が生
きがいづくりを応援するための講座を設けました。本講座に参加され、心豊かな時間を過ご
しませんか。

担当大学：兵庫医療大学

● 物づくりを通して、創造的に手を使うことがいかに
脳の老化を防止し、生きがいづくりに役立つかを
体感されてみませんか。

お申込先 ： ポーアイ健康・生活支援ステーション

①氏名 ②年齢 ③ご住所と電話番号 ④希望のコース（ＡかＢのいずれか）を電話もしくはＦＡＸ、

メールにてご連絡下さい。ご住所宛に「本講座のご案内書」をお送りいたします。
電話番号： ０８０－６２０４－８７９３ 受付：月～金（９：３０～１６：００）

FAX番号 ： ０７８－３０４－２７１３ メール： ‐

②10/23, ③11/6,   ④11/13, ⑤11/27, ⑥12/11,   
⑦12/18, ⑧12/25, ⑨ 1/8, ⑩ 1/22,   ⑪ 1/29,
⑫ 2/5,       ⑬ 2/12,   ⑭ 2/19,     ⑮ 2/25（最終日のみ土曜日）

Ａコース （午前 時～ 時）

Ｂコース （午後 時～ 時）

（全15回）

講座内容の一例

コースにより講座内容が異なります

対象 ： 継続してご参加可能な６５歳以上の健康な方
質問紙調査等、研究にご協力いただける方

定員 ： Ａコース（15名），Ｂコース（15名）
費用 ： 無料
場所 ： 兵庫医療大学 M棟 ３階 M３１１実習室

ポートライナー「みなとじま」駅下車、徒歩10分
代表者： 兵庫医療大学 リハビリテーション学部 有吉 正則

(定員になり次第締め切）

受講生作品 アンデルセン手芸（籠）

① 10/16
（日曜日）
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はじめに

常の中で 食べると言う は をする

と言う と同じように とても自 で特に え

もせずに っていることのように われるが

はとても なことである ち んが

から 食そして だんだん と同じよう

なものが食べられるようになるまで とても

かに気を って えられている しかし だ

んだん み みにくくなっていく 状態に関す

る関 は だ いとはいえない けれども 食

は一 ・ ・ のとても きな で

あり の多くの 間を占めるイ ントでも

ある もし その 間が しいものでなけれ

きている 間もつまらないものになってし

まう そんな不安を り き 終 しく食

を ることが 来るように どのように えれ

よいのかを 一 に えてみたい

み を める 常ケア

まず 下の みについて ・ ・ ・

などがどのように食 を って食べたも

のを食 に り かを した に 加

によって「食べること」が困 になる や「

み 」がなぜ まるのかを し、「 み

」ときの との関 や の関 につい

て 体 を通して「 み み」の機能に関 し

ているのは や やのどなどの の の

だけをつかっているのではないことを

してもらった。 加者の方 は、「だから せ

るのか」など して かれていた。 後に

加者全 で「 み を める 常の な

ケア」として を整え ・ ・

の体 発 を った。

下とくすり

 薬を んでいない の問いかけに「そんな

おらんやろ」と 加者から が がった

さん らかの薬を んでおられるようだ そう

いった薬を みにくいと じたことがある

の問には どなたも みにくい方はいなかった

しかし、薬の とその みには理由があるの

嚥下機能低下予防講座と嚥下検診 

いつまでも自分の口から食べ続けるために 
兵庫医療大学ささやま医療センター リハビリテーション室 坂本 利恵 

看護学部 教授 細見 明代 
報告者 薬学部 准教授 桂木 聡子 

いつ の る に
予防講

大学 ン ー リハビリテーション 　  
護学部 　  

者 学部 　  
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で 安 につ してはいけないという しには

とても されたようだ それと 「おくすり

めた 」 リーのような 薬支援の 品を選

ときにも な がある しをすると

多くの方が 一 に ートに いておら

れた また 薬の 用で み みにくくな

ることがあるという しも に いておら

れた 薬を み めて る までにない状態や

薬が み みにくいと ったら に薬剤師

や先 に しをして うようにお いした

食 と 下

 はじめに 下 問 と 下

ストを 加者に した お手 いの さ

んの問いかけに 加者の方は一 えて

に、 の ストでは とても りす

て っ な をされる 加者さんもいらっ

し った そして その後 問 と

下 ストの とどのような の に

下 の いがあるのかの 定 の を

った

 に 下 と食物の 状という イトル

で な 食・ 下機能とその について、

特に「食 中 食後にどのような現 が こっ

ていると 下 を った うが いか」につ

いて を い 「 せ い食物 態と 食

下 があっても食べ い食物 態」について

も を った

まとめ

の 加者の方は 特にのみ みに困っ

ているという方はいらっし らなかったよう

であるけれど 少し せたり 食後にし っく

りが まらない など い には無かった 状

を自 されている方も多く 来的に 下困

になる不安をお持ちだったように う

 薬に関する不安や 問は み した薬をど

のようにしたらよいのか った薬は全て み

切らなくてはならないのかと言った 下とは

関 のない 常的に える 問を かれる方

も多かった また 下の ストの では 主

に 問 の と 下 ストについ

ての 問が多かった また 下 ス

トで となった はいなかったが、 問して

かが と された と された

には 下 来のある病院への受診を めた

 食べるときの や 下体 、 ケアも

下に関 してくるという しに きくうなず

かれて 加者の 下や誤 の に関 が

いことがうかがえた

家 で し クリス ス 2 1 ルの

やわらか ース料理

 度もこのプロジェクトの 後に ポート

ア ルの を て 下 を持つ方と

その家 の方が一 にクリス スに ルの

ース料理を しめるイ ントを った リ

ー ーの方も多く まる 間 も前から

場に来られる方もいて 当に しみにされ
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ている が える この の に しては

めメニューの の も う に 食

してみて だけでなく でつ し の

さや み みやすさ を する さだけで

はなく 維の や 度などにも気をつける

な 下の から り される を シ

ェフの さんは に いてくれる りつ

けも クリス スらしく やかに 食 の

とは い ではたくさんの料理をオー

ーした状態で整えて一度に すという の

も してくれた 加者 1 家

の 下困 解 のための い の後

なクラッシックの調べに やかな の

りが クリス ス ードを り る 加

し みには 現在の状 やとろみの要・不要

も できるようにしており な を

定した も整えている しかし も き

なトラ ルは無く 終了することができた

 での食 が しい方が 家 でおし

れをして おいしい料理に そうに って

食 家の も いけれど たまにはこんなこ

とも いのでは

 は 後 のために

と 加された方もあり

はまだ だ

けれども 少し不

安に っておられ

る方がいるのは

の と同じ

そして 「また来

もよろしくお い

します 」と で

られる 加者の

方を り プ

ロ ラ を来 度

も したいと

った

− 31 −



が 者・ の ー ポー 「 り 」
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はじめに

が 進んでいるポートアイラ

ンド地域において、 者が要 状態に

らないように することは の

題となっている。しかしながら、現状では

地域住民や地域 支援セン ーが主体

となった の り みは 定的で

あり、運 を中 とした サー ス

を受けるには 分な機 が されてい

ない。そこで、地域住民が主体的に

の り みを運営できるようにするた

め、 のための を有し、運 を

指導することができるリー ーを 成す

ることを 的とし を した。なお、

り みは で となった。

   は全 の とし、 で

に必要な 的 を身に けるた

めの 義と、現場で運 指導をするための

の 成とした。（ 1）

には 1 の 市民が 加した。

（1） 義

義は、 において特に 要であ

る分 について、リ リ ーション

の が した。 加者の 的 の

定 を るため、 の で前 の 義

について する 間を 定し、

加者の家 での を した。

（2）
   指導では、地域での運 運営に

必要な 運 （スト ッチ）、 ト ー

ニン の方 、デュアル スクト ーニン

の について、 的にト ーニン

を った。 師のデ ンスト ーションの

後、 ループにわかれて を 的

に った。なお、 指導の には

が 加し、サポートを った。 加者に

は、 終 に の発 を けているこ

とを し、 ルを 成するように

しを った。 リー ー 成 のプロ ラ

護予防 リー ー  

学部 師

介護予防 リー ー

リハビリテーション学部 講師　  
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が進 に れ、 加者の も し、

オリジ ルの運 や指導方 などを自ら

発して する 加者もいた。また 応

も 常に活発になっていった。

終 の運 指導発 では、 ル

の 異はあるものの、全 が自分の担当分

に関する指導を することが 来た。発

後には、相手 ループに対して、発 の か

った 、 について を し合った。

ポートアイランド地域で リー

ーとして活 するためのプラン

した ・ を かせるよう、どの

ように 後ポートアイランド地域で活 を

していくのか、 加者同 で を し合っ

た。 した 、現在ポートアイランド地

域に 在するふれあいサロン（ 月

）にリー ーが で き、体 指導

を していくこととなった。 月のサロン

から、 に活 することが 定した。また、

地域 支援セン ーからも 師 の

が来ていることを えたところ、数 が

加に 的であった。

加者には受 了 として、

サポー ー ェアを し、 後ポートアイ

ランド地域の を り ていくこ

とをお いに し合った。 後は 市中

、地域 支援セン ーとも しなが

ら、地域住民への健康増進と、サポー ーの

り みを支援していく 定である。

を り って

に関するアンケートを、 の

価の に き 加者に した。

、 な 価が られたが、 や

の ルに関しては 価が い 加

者もみられた。 の では 加者の

ルに応じた指導方 を していく必

要があると える。 受 されたサポー

ーの方 が活 できるよう、 後も 的に

サポートを っていく である。

 発 の

2 価の   1  

 終了 の 合

 ループ の
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